
わたしの防災対策
わたしの町の防災対策

いつやるの？今でしょ！

　先日、映画「こんな夜更けにバナナかよ」を見ました。この作品は、筋ジス
トロフィーを患っている主人公が、みんなが当たり前にしていることを同じよ
うにしたいと思った時、手伝いをお願いする一言には、遠慮や葛藤などさまざ
まな思いがあることを伝え、障がいを理由に遠慮して生きていかないといけな
いのかと疑問を投げかけました。人が社会の中で自由に生きることの難しさを
問い、みんなが自由に生きることのできる社会こそが共生社会だと伝えていま
す。映画からは、「わがままになること」の意味を考えさせられました。誰も
が今より少しだけ「わがまま」に、誰もが今より少しだけ「やさしく」なれる
社会が共生社会（共に生きる社会）への第一歩だと考えます。
　みなさんも、「ぼうさい学校」に参加し、防災を通じて共生社会について一
緒に学んでみませんか。

自立支援協議会地域共生部会

部会長　藤原　夕紀さん
（豊岡台病院　精神保健福祉士）

　自立支援協議会は市の諮問機関として、障がい福祉に関し、市民のみなさんからさまざまなご意見を頂き、各専門
部会で協議・検討し、市長に提言する機関です。地域共生部会は、市内の障がい福祉に関する体制づくりや、施策の
構築など、障がい福祉向上について審議や協議を行う中核的な枠割を担っています。「この地域で生きる（暮らす）
を支援する」ことを目標に、医療、福祉（児童・障がい）、介護、教育などの関係者が集い、障がいの有無、年齢、
性別などを問わず、生まれてから死ぬまでの一生を途切れることなく支えていけるよう、人でつながる支援の構築を
目指して活動しています。
　地域共生部会が行う研修会は平成 22 年から 8回目を迎え、今年度は「災害時の対応」をテーマに研修会を企画し
ました。災害は突然、障がいのある人、障がいのない人、子ども、高齢者など分け隔てなく襲い掛かり、普段「支え
る側」の人も、突如として「支えられる側」に変わることがあります。環境により、私たちの立場は変化するのです。
　自然災害を未然に防ぐことは困難ですが、その時に向けて備えておくことはできます。その備え「備災」が、その
後の災害被害を小さくとどめる「減災」につながります。自身の持つさまざまな能力を生かし、「今できること」を
始めてみませんか。「ぼうさい学校」開校です！

愛媛県イメージアップ
キャラクター　みきゃん

愛媛県
ダークみきゃん

※同日、災害ボランティア研修会を消防防災センター
で開催します。詳しくは、15 ページをご覧ください
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しこちゅ～、みきゃん、ダークみきゃんも遊びに来るよ！

申し込み・問い合わせ先　

　生活福祉課　28-6023
　28-6172
　seikatsuhukushi@city.

shikokuchuo.ehime.jp


